
病院図書室 １９（３）：１６０，１９９９

気がつけば、１９９９年も残りわずかになりま

した。今年こそはと思いながら、日常の雑務

に追われ、また１年が過ぎてしまったという

方も多いのではないでしょうか。

、さまざまな形で医療の質が問われる時代に

なり、その一つの基準として、「図書室の機

能」が評価される機会が増えています。今号

の特集で取り上げた「病院機能評価」もその

一つでしょう。

しかし現実には、まだまだ図書室は縁の下

の力持ち的存在で、院内においてすら（院内

だからこそ？）その役割が十分に理解されて

いる事は少ないと思います。恥ずかしながら

当院では、未だに「図書室なんてあったんで

すね」と驚かれる事があります。

山のような業務に囲まれて一人でがんばっ

ていると、時として、周りが見えなくなる事

があると思います。そんな時は少し離れて、

客観的に自分の図書室を評価してみると良い

かもしれません。他者の目で見ないと分から

ない事もあるでしょう。それから業務に戻れ

ば、きっと新たな「目標」が見つかるはずで

す。

（春日井泉江）
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